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三時
ーム

日州

時
肌
μ
h
ん
の
イ
フ
に
属
」
i
o話
だ
が

一
九
六
九
牛
に
一
メ
げ
カ
ド
成
し
逐
L
J

ナ
九
人
類
、
川
仰
の
有
人
月
面
着
陸
ば
、
一
次
ソ
共
同
計
判
こ
じ
て

一
行
わ
孔
て
い
た
か
も
L
れ
な
い
n

ん不一一
F
f
政
権
は
、

ノ
ザ
一
ユ
｝
連
日
と
の
月
へ
り
J
T宵
続
下
に
お
J

ど
ア
メ
リ
カ
に
勝
利
一
を
も
た
ら

一αノ
ベ
く
一

γ
ポ
ロ
計
画
、

3
3
2

L
h
1
決
定
し
た
か
、
そ
の
方
で
区
際
的
な
ナ
小
川
協
力
を
痔
市
し
て
、
本
ゾ
い
ム
ハ
川
刊
の
有
へ

月
探
査
乞
持
一
叫
に
し
て
い
；
の
で
あ
る
〈
し
か
し
、
米
ソ
協
力
パ
V

一4

京
協
案
を
ノ
連
側
に
た
一
ボ
1
ょ
う
と
l
た
主
さ
に
と
の
矢
先
に
、
ケ
ネ

デノ
t

へ
統
領
は
暗
殺
さ
れ
に
一

本
円
相
は
、
ケ
ネ
ヂ
ィ
政
権
の
一
丁
宿
新
以
後
し
一
し
て
の
ア
ポ
ワ
計
画
を
、

ソ
連
と
の
読
句
Y
と
協
力
と
い
う
ね
点
か
ら
同
ん
人
的
に
枚
升
す
る

ア
ポ
ロ
計
官
一
の
よ
う
台
山
上
市
計
山
や
（
政
染
込
一
川
と
し
て
分
析
し
た
一
む
交
は
少
ん
め
く
、

K
2宇
宙
悶
発
史
げ
h

ぬ
け
る
研
究
が
王
流
に
な
ヮ
て
き
た
c

も
れ
い
り
で
あ
る
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
は
、

一
↓
々
、
孜
本
で
は
、
宇
何
活
動
♂
包
ー
事
と
尺
牛
の
同
而
炉
、
り
取
り
組
ま
れ

て
き
た
こ
め
に
、
F
H
政
院
の
研
心
ん
は
リ
本
に
比
べ
て
日
山
叫
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
へ
v
h
μ

一
政
本
に
お
い
て
も
、

第
二
次
i
一
戦
役
の
ι
T

白
川

動
の
急
激
な
違
反
ピ
比
べ
れ
ば
、
宇
宙
政
策
州
光
の
党
収
は
烈
注
的
な
も
の
で
あ
つ
に

r

ス
ブ
マ
ー
ト
ニ
ク
・
、
J

ョ
ク
や
ア
イ
パ
ー
ロ
計
一
団

に
つ
し
て
の
川
駅
的
仙
沼
は
存
在
、
〕
て
い

と
い
う
に
け
ん
野
が

γ
問
的
に
知
ら
れ
る
よ
｝
つ
い
な
っ
た
の
は
、

九
八
白
司
二
月
に
u
m
m学
品
川
い
宇
部

＼

I
I
L
 

f
L
F
f

｛
 

p

が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
の
こ
乙
乙
一
耳
勺
て
よ
い
〉
ー
の
後
、

4
一

、
現
有
一
つ
の
山
川
究
分
野
と
し
て
の
林
系
化
が
進
ん
C
い
る
υ

7
6仲
政
佼

}[, 

)L 

こ
う
し
た
ふ
仏
政
策
研
究
心
発
反
に
お
い
て
、

ア
ポ
ロ
計
画
は
常
に
μ中
心
研
究
付
事
訴
で
あ
り
、
池
の

j
w政
策
ζ

沈
較
対
出
j

さ
れ

る
七
行
士
忙
で
あ
3

た
U

ヴ
て
れ
ば
、
ア
ド
了
一
止
問
b
q
明ア去最十八一
d
f
Tハ
件
前
向
C
占
め
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
そ
う
れ
汁
与
が
百
一
唄
で
触
れ
た
よ
～
寸

J

ぱ
付
制
下
と
山
政
心
1
J

い
う
設
占

dr拾
え
て
一
ざ
ん
一
か
ら
一
で
お
る
c

h

ノ
士
ア
／
大
清
涼
は

九
六
一
年
rI
九
に
ゾ
ポ
口
弘
四
十
一
決
定
し
、
い
行
＼
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' 
ム
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の
絞
？
で
ゾ
速
に
勝
利
す
る
と
と
吹
ア
メ
リ
カ
j

d

J

川
政
策
の
最
寝
先
巨
ト
様
、
F

：
ど
ん
J

F

一
一
れ
に
も
か
h

d

y

わ
ら
ず
、
九
宇
古
川
の
ツ
ィ
ー
ノ
ウ
式
f

μ脳
会
談
や
一
九
ハ
一
二
年
九
月
の
同
連
総
会
で
は
、
／
ヘ
ソ
共
可
刀
古
人
月
探
品
工
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
」

h

一
心
点
に
閥

L
て
汁
戦
中
は
、
ケ
士
一

q
の
共
刊
日
ノ
川
休
査
従
来
は
附
z
J
る
L
ト
リ
ッ
ク
に
過
ぎ
ず
、

述
と
の
え
F

丁
作
品
司
令

r勝
刊
L
q
J

る
P

～
め
に
γ
ポ
ロ
計
習
を
推
進
し
た
と
つ
品
切
さ
れ
る
h

ご
〈
が
多
か
ゥ

ケ
ネ
早
ィ
政
権
は
あ
く
ま
で
、
〆

L
m
r
L
、
冷
淡
終
結
後
は
米
ノ

高
庄
の
時
間
慌
た
F
判
の
公
訴
を
契
機
ζ

し
て
、

ケ
王
ア
ィ
政
権
に
ふ
る
米
ソ
土
山
協
力
の
試
み
が
毘
世
さ
れ
、

ア
ポ
口
計
画
に
お
円
る
技

下
と
協
h
M
の
向
函
を

14昨
日
ム
正
し
よ
う
と
す
る
品
川
先
日
か
瓜
わ
れ
た
c

ま
ず
政
治
学
者

W

D

ウ
J

（
巧
む
問
主
、
は
、
夕
、
主
ア
ノ
政
権
が
そ
の
宇
両
政
策
に
」
り
ノ
述
と
の
競
争
と
協
力
の
山
川
方

を
迫
ぶ
し
て
い
た
と
～
l
張
し
す
に

冷
戦
卜
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
科
手
以
内
的
優
作
性
だ
付
で
と
く
、

社
会
的
優

一げんムーへコ、

t
i
f
 縦
一
沿
的
、

位
性

Jr誇
不
す
る
は
的
心
1

に
ん
め
に
は
、

7
メ
U
力
の
公
慌
で
L
Rを
ソ
速
の
路
市
川
、
表
に
対

L
て
際
f

止
に
山
じ
る
こ
と
の
で
き
る
凶
際
的
な

｛
十
何
協
力
の
排
役
二
も
小

3
く
な
い
意
w
吟
が
占
あ
っ
た
わ

行

ア
ポ
つ
計
脳
に
よ
る
投
下
と
協
刀
、
り
試
人
は
円
い
に
相
反
す
る
も
の

で
は
た
く
、
ひ
し
ろ
相
補
う
も
の
で
あ
つ
に
と
論
、

d

:t rC> 
u 
史
家
人

ア

イ

／ 

J

I

喝、
l

p

d

j

一

u門
司
可
同
戸
内
ロ
」

A
『
門
戸

C
m川
』
こ
は
し
刊
、
」

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

の
う
イ
の
」
液
ヘ
耐
ー
な
さ

て
、
ム
ワ
三
ア
ィ
大
統
領
は
、
ア
ボ

υ
計
調
一
を
ノ
践
と
の
抗
？
と
協
ん
と
い
ス
絞
数
の
方
法
で
芥
逃
オ
る

h

と
に
よ
り
、
ア
メ
1
ノ
刀
守
の
同
氏
的
以
一
析
を
高
め
る
と
同
時
に
自
ら
の
大
統
領
と
し
て
の
け
、
治
的
己
川
崎
士
怖
い
化

JL2
と
、
ど
γ
f
h問

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
う
久
ワ
ィ
政
怪
が
マ
ポ
円
計
訓
を
税
？
と
協
ぃ
心
と
い
う
湿
り
の
方
法

cr進
す
る
こ
と
に
円
七
て
、

γ
メ
1ノ

カ
の
一
一
ん
じ
的
日
付
ノ
俊
伏
件
J
t
d而
一
が
し
つ
つ
、

ア
メ
リ
jv
々
の
庄
際
的
地
ゃ
い
及
び
ケ
ネ
字
ィ
政
権
の
店
内
的
地
付
を

U
復
a

山
ト

L
ょ
う

と

L
ー
に
こ
詳
情

L
て
い
る
。
こ
う
し
た
浮
悩
に
周
辺
く
こ
ζ

は
で
き
る
が

ア
ポ

υ引
い
山
に
お
円
る
ソ
述
と
の
競
予
J
協
力
は

フ
／ 

む
一
千
円
に
わ
’
に
る
攻
議
u

坦
、
日
の
中
4
I
1

常
に
可
行
し
て
以
h
組
三
、
れ
て
い
た
わ
け
で
は
以
し
し

い
く
つ
か
の
宇
刊
が
作
み ー，
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三時

山、
J

？
に
行
交
と
川
政
の
状
M
Aルタル，に
U
U
じ
E
そ
の
↓
つ
の
バ
ラ
ン
ス
は
変
化
ど
ん
〉

ド

；立

う
士
フ

f
政
権
に
よ
令
ア
日
目
口
計
到
の
決
一
ι
こ
長
施
の
過
程
を
止
史
的
に
検
辻
L
つ
つ
、
そ
の
パ
ブ
シ
ス
公
化
を

o
h
v
明

ーム

日州

誌
に
す
る
こ
こ
て
、

γ
ド
ハ
‘
日
計
九
閣
の
司
ベ
ハ
的
や
意
義
の
新
た
な
間
十
川
を
浮
か
び
ー
が

J
t
る
試
み
と
あ
る
υ

分
析
ピ
当
た
う
て
は
、
こ
れ

ま
で
内
用
さ
れ
て
き
た
資
料
に
加
よ
八
に
、

4
F
f新
た
に
公
明
さ
れ
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
可
部
資
利
を
列
則
す
る

U

法
刷
一
白
十

ケ
平
一
T
f
4
U
潅
り
誕
生

第
一
節

ス
ペ

I
人

・

土

中

ソ

フ

前
乎

一
九
六
伝

日
に
必
止
し
た
ケ
ネ
デ
r
ー
バ
停
の
一
j
財
政
恥
へ
の
取
り
知
人
は
、

一
九
立
七
年
秋
に
民
こ
っ
た
一
ス
ブ
l
、
一
一
ク
・

、J
T

ヴ
ク
一
に
濁
る

U

山
町
！
時
む
ア
ィ
七
、
J

ノ
ワ
！
大
和
！
川
以
権
に
い
戸
川
し
て
、
そ
の
ス
ブ

l
ド
一
ク
・
シ
ョ
ァ
ク
心
責
任
を
激
し
く
追
及

し
に
二
人
の
以

L一
見
院
議
闘
が
い
た
っ
後
に
ケ
ネ
一
一
J
f
政
権
H

お
い
て
・
則
六
品
川
哉
と
な
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ネ
ヂ
ィ

－ 
Dー
ロ
~ 

－ι 

問
。
ロ
ロ
空
凶
川
、
）
と
り
ン
ド
ン
・

J

ョ
ン
ソ
ン

出
」叫
~ 

" 
~ 

ロ
《
》

ロ） 

で
あ
る
す

一
丸
計
七
年

C
月
四
リ
イ

J
J一
は
人
数
史
l
初
心
人
十
衛
星
え
7

1
ト
－
ク

「
旅
行
仲
阿

" 
'J 

こ抵－
D

1

4
】く

j
f
F
Z

一

J
l
i

め
れ
ム

l
げ
ピ
北
川
み
に
一
コ
ー
ザ
「
仏
ん
－

1

月
一
口
口
に
は
ラ
イ
カ
犬
を
円
へ
せ
た
「
ス
ゾ
7

ト
ニ
ク
η
ソ己勺

つ
八
月
二

E
に
は
大
降
柑
n

押
送
、
、
川
サ
イ
ル
戸

I
C
B
M
）
試
日
刊
に
成
ほ
し
て
パ
ド
た
υ

こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
万
ば
、

’正法、

一
二
月
六

E
に
初
の
人
L
鼎
一
塁
「
パ
ン
ガ
ー
ド

の
い
日
ち
一
上
げ
を
試
み
た
が
人

j

欠
敗
に
終
わ
っ
三
」
み
の
後
、

？己
Iヲ

）
け
に

I
C
B
M
試
引
に
成
功
し
た
も
の
の
、

ア
メ
リ
カ
初
日
人
止
川
口
町
「
エ
ク
ス
プ

U
i
一7

1
ロ
勺
～
同
ぞ
一
ミ
ミ
］
）
」

の
ね
ち
ト
げ
に
成
功
L
f
の
は
、
理
庁
汀
一
一

川
刀
、
」
y
」
ゲ
「
川
町

3

に

人
J

ノ
！
？
ニ
ク
・
ン
ヰ
ァ
ク
と
は
、
こ
れ
ら
速
の
出
来
車
れ
に
よ
っ
て
、
利
夫
J

校
備
に
お
け
る
y

メ
リ
カ
の
サ
ノ
優
ー
に
宮
市
じ
て
い
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危
機
的
な
T
h

ーν
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

1

双
了
の
ギ
ヤ
ァ
ソ
論
ヲ
に
発
以
1

〕た
J

ス
ア
メ
パ
カ
乞
一
始
め
と
す
る
州
側
諸
国
の
人
令
が
長
け
に
v

慣
撃
の
こ
と
で
あ
る

v

こ
の
－
憤
撃
は
ア
メ
汀
カ
川
内
ピ
お
い
て
、
米
ゾ
闘
に

~） 

;j: 

校
校
略
に
お
汁
る
長

距
離
奴
撃
機
に
代
わ
る
複
只
宮
内
連
搬

T
攻／｝

L
て
の

I
C
B
M
に
閑
ず
る
ミ
汁
イ
ル
‘
ギ
ヤ
い
プ
L

て
あ
り
、
も
つ
一
つ
は
、
当
時

の
最
先
端
の
科
学
校
桁
力
の
副
切
で
あ
Q
」
υ
有
え
ら
れ
ー
に
宇
陀
利
子
叫
伐
材
に
現
ず
る
一
ス
ベ

i
ス
・
ヰ
ヤ

J

ブー

i

F

4

 

乙
ヤ
一
ア
勺
↑
F
J
M

ア
イ
ゼ
ン
ハ
リ
政
権
は
「
の
よ
う
は
い
し
1
1
ソ
ブ
心
存
存
を
弔
定

L
亡、

A
M
 

ハV
L

湯
を
と
打
、

V
2に
は
f
j

化
策
ん
と
打
ち
出
す
f
と
は
な
か
J

た
に
こ
れ
に
対
し
て
、
氏
ム
下
丸
ハ
V

一
一
完
涜
ん

d

総
務

ep］

H

コ

冷
静
注
伝
子
主
義

ハ
《
》
同

F
Z
A
r
「
f
【
悼
戸
】
主
吋
〕
〕

で
お
、
ノ
に
リ
ン
ド
J

・
J
／

j

J

ノ
J

は
、
」
民
軍
事
委
員
会
刊
倫
小
委
C
円
余
心
委
員
ド
以
と
し
て
、
f
十
｛
』
と
ミ
サ
J

ル
に
関
す
る
予
算
の

別
叫
吋
噌
州
市
役
安
水
す
る
と
J

J

F

ロ
に
、
凶
JK
か
は
け
僚
と
し
て
の
宇
市
川
探
L
K
C
重
投
性
乞
訴
え
た

当
時
の
ア
メ
リ
カ
議
会
は
ニ
ド
1

山
川
伝
と
も

天
王
党
、
山
多
殺
乞
口
め
て
い
た
た
め
、
ア
イ
ぜ
ン
ハ
ワ

1
以
権
は
及
終
的
に
弾
、
出
ミ
ザ
イ
ル
計
仰
の
加
法
に
踏
み
辺
る
と
と
も
に
、

ん
斗
～
八
午
秋
九
は
ー
ア
メ
リ
ガ
仇
u
a
J
山
刊
同
（
N
A
一%主

2
2
0
5日
〉
2
0ロ
ロ
ロ
ロ
閉
山
口
ハ
出
店
円
E
2

及
び

航
空
宇
宙
会
議

ω
 

、〆ん［
 

！

a
 

7
 

l
 

1
 

7
 

八1
 

一ο
／
 

彼
C
J
の
け
的
、
乃
古
l
ム
立

7
る
h

｝Yr
、が
γ
、
き
る
十
叶
附
刑
的
Z
叫
hυ
九乞似
Lh日片
1

』
て
い
る
か
も
L
、
れ
な
い
印
山、／J

 

ふ
I
す
日7

 

i
入り

ん

一N
A
S
C
H
2
2
5
R
L
〉
日
cロ
FEr－JM
山
口
弘
仙
出
足

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

一
方
、
し
し
院
外
父
妥
員
会
の
一
員
で
あ
っ
た
ン
ョ
〆
・
ケ
ネ
中
ィ
は
、

ア
メ
け
ノ
刀
外
父
九
外
の
一
副
島
一
九
日
、
つ

九
U
八んけ
1

八
日
け
に
は
ア
メ
j
h

－d
会
し
い
院
山
お
い
て
、
次
の
t

言
ノ
ロ
演
説
、
～
て
い
る
す

ミ、サ

f
ル
・
ギ
ヤ
サ

y
が
一
号
モ
危
機
的
〆
一
な
る
の
は
一
九
一
ハ
（
じ
年
か
ら
ハ
阿
刊
に
か
け
こ
で
あ
る
、
そ
の
凶
に
は

ソ
速
は
実

際
の
攻
撃
が
必
裟
な
い
も
で
つ
な
形
一
二
、

つ
の
ギ
セ
ノ
ゾ
の
「
ん
版

れ？父、

限
定
品
川
町
抱
川
市
下
、

明
川
烹
約
三
非
暴
力
的
な
侵
略
、
球
勝
と
政
川
牝
夜
、

ノ
主
ヲ
ミ
ト
ノ
J

i

レ
与
し
り
ま
、
九
千
ア
っ
く
べ
j

こ
3

3
権
主
こ
下
旬

t
fら
札
ご
、
7
G
名
久
万
コ
戸
白
ヱ
コ
ご
あ
る

U

平
一
九
土
、

f

J

ムロ
F
I
A
Y

レ

l

J

J
仏
μ
品
川
寸
7

1

t

J

i

v

↓
イ
勺

l

v

J

1

7

L

J

／
L

一
φ

d

f

h

イ

f
y

ス。ノ
1

i

ト
i

二
ク

フ三

弦
（苦
l( 
も
内、，，

にヨヨ
な戸可
つ iii
,r ハ
¥_ fl' 

ゐlノキ奇

:h 

或
信
〉
lノ

"'' 翠i

L
C我
々
の
M
H
波
川
に
対

rJ司
令
不
道
穏
な
忠
喝
に
よ
っ

C
、



三時

こ
の
ト
仏
ス
ノ
「
円
、

ケ
ネ
J

ノ
f
は
ミ
サ
イ
ル
恥
干
ヤ
ゾ
の
深
刻
さ
V
訴
え
る
と
と
止
に
、
ァ
メ
1
ノ
カ
が
夜
刊
、
二
し
い
Q
4宝
戚
と
、
ν
て

ス
プ
ヲ
ト
ニ
ク
外
父
」
を
一
…
に
絞
り
上
げ
た
υ

ス
フ
ト
一
一
ク
外
父
と
は
、
司
尚
の
ノ
述
首
相
一
一
ヰ
ヲ
タ
・
7

ノ
ル
シ
チ
ブ

ーム

日州

（z
r
z
b
r
一会
2
1
7
η
7
3
）
が
ス
ツ
7

卜
一
ク
τじ
ら
卜
げ
に
代
表
さ
れ
る
宇
前
で
の
求
来
を
、

ノ
述
の
河
事
H
、
J

吋
凶
刀
、
さ
に

は
軍
力
全
体
け
対
米
俊
伶
を
一
品
開
し
、
共
産
、
十
誕
の
資
4
、
一
丁
！
弐
に
対
ず
る
勝
刊
を
r

信
じ
込
ま
一
円
一
る
も
の
と
し
て
、
積
極
的
に
列
川
市
し
～
L

笠
い
い
れ
『
父
の
こ
し
、
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ハ
ー
は
、
こ
の
7

ル
JJ
イ
ナ
ョ
ヲ
の
J

丁
山
内
外
白
父
に
対
処
一
qJる
必
民
性
Jr強
点
、
感
じ
て
い
と
の
で
あ
る
n

以
丁
の
ピ
セ
セ
ソ
プ
前
争
に
お
い
て
八
工
一
弘
前
に
よ
引
名
に
な
っ
た
二
人
の
い
氏
、
人
凡
一
認
議
員
は

ら
直
党
太
夫
で
正
・
正
大
統
領
一
ん
端
に
和
む
さ
れ
た
一
ん
ノ
ネ
デ
J

は
ジ
ヰ
ン
ソ
ン
と
と
も
に

一
九
六
つ
年
七
月
に
何
か
れ
ら
一
民
、
半
克

ア
ノ
ゼ
ン
ハ
り
l
以
権
の
同
大
統
諒
で

J

め
ラ
「
A
H
4

ハね【
f
ん
十
三
杭
戸
山
候
補
リ
テ
ぉ

l
v

ニ
ク
ソ
ン

と

"' V ノ

h

お
い
て
、
凶
パ
ベ
心
強
化
、
よ
比
門
会
心

一、何回内『戸町内一
7
山
Z
M
X
つロ）

近
士
ノ
を
実
現

1
る
一
一
】
止

1
・
ブ
汀
ン
一
プ
J

ア

政
策
士
打
ち
一
山
し
、
そ
C
中
て
下
街
活
訪
の
稿
料
約
以
推
進
や
主
張
し
て
い
っ

ト
八
統
領
候
愉
LY
／
な
〉
ム
う
え
一
ア
｛
に
は
l
j
山
刊
川
動
山
闘
し
f
L

さ
ま
ぜ
ま
と
肋
門
が
寄
せ
つ
れ
ん
一
が
、
日
入
ム
丁
党
令
部
の
科
学
技
術
諮
問

委
員
会
は

1
j一
日
制
究
同
悶
す
る
政
y

山
ア
ム
主
川
」
ー
ピ
ケ
ネ
デ
ィ
に
抗
出
し
と
い

ふ
れ
は
当
時
（
U
V
J

メ
り
カ
干
，
H
活
動
を
め
ぐ
る
凹
際

同
川
勢
に
つ
い
て
、
次
の
；
う
に
分
布
い
て
し
た

f

ソ
述
と
の
ん
デ
？
？
パ
丙
競
キ
は
、

J

対
枠
な
M
V
H
f
的
川
町
一
与
し
」
心
開
的
制
航
行
干
の
二
コ
に
分
布
剥
J
1
る

h

と
が
♂
に
き
る
し

ア
メ
パ
ケ
は
前
占
片
山
競
h

す
に
は
勝
利
し
て
き
た
か
も
〕
れ
な
い
が
、

彼
乏
に
は
敗
北
L
て
き
z人

v

ア
f
H
ン
川
ワ

政
権
の
た
敗
ば
、

J

同
分
野
に
お
け
る
ノ
速
の
詑

η
こ
人
類
初
の
人
L
符
忍
古
4

7
っ
す
ノ
心
持
的
・
政
治
的
影
響
の
判
断
、
～
点
》
～
ご
」

と
ど
あ
る
、

ζ

い
う
4
一
の
と
あ
っ
行
υ

ケ
ス
ネ
ィ
出
身
ー
へ
J

4

ノ
冷
戦
に
お
け
る
↓
J

岡
山
以
ぷ
の
重
女
性
め
フ
ル
シ
ヲ
ョ
フ
の
ス
7
3

ト

一
ク
い
れ
父
止
対
処
す
る
必
民
性
を
強
く
認
識
L
て
い
止
の
で
、

お
い
と
二
C
回
以
仁
も

ス
パ
ス
令
ギ
ヤ

y
yー
な
取
り

i
fて、

γ
イ
ゼ
J

ハ
ワ
政
批
准
心
怠
慢
を
ぷ
L
く
批
判
叶
！
と
J

ま
た
こ
の
政
策
文
書
は

一
九
六
円

J

可
七
月
に
発
表
さ
れ
た
U
J

屯

S
A
ム
ハ
〉
寺
内
出
が
一
フ
ポ
口
百
画

に
よ
二
二
%
六
七
今
に
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治
人
月
司
阿
波
行

九
七
（
1
4
1
以
降
に
主
人
月
面
担
陸
の
ぷ
現
主
巨
ト
指
宇
と
、
以
介
」
と
に
つ
し
て
、
以
ー
の
、
て
（
ノ
に
付
制
μμ

〕
て
い
た
ご

布
人
月
飛
行
に
つ
い
て
は
科
学
的
見
地
か
ら
の
緊
念
性
は
な
く
、
て
れ
に
取
り
綜
む
か
ど
う
か
は
政
治
的
問
辺
で
あ
り
、

νコ
L、

て
の
判
断
合
一
r
L
十
一
上
で
選
挙
戦
に
同
b
ペ
え
し
て
ゐ
る
ロ
し
か
し
、

ケ
三
ア
ィ
は
三
、
の
判
断
を
】

J
qか
っ
行
よ
う
と
、
選
挙
戦
に
お
い

て
ヨ
ハ
体
的
な
ふ
上
山
い
討
ー
山
中
、
リ
際
取
日
に
ご
i

放
す
る
こ
と
は
な
か
っ
に
。

は
、
ス
ブ
ト
－
ク
・
ン
ョ
ァ
ク
に

二
ク
ソ
ン
乙

対↓
rJ
司
令
宅
日
日
ハ
け
の
点
止
や
f
j
尚
治
政
へ
の
仇
り
禎
m
f出
注
取
り
組
み
の
、
張
で

i
分
で
あ
る
乙
考
え
て
い
た
よ

h

つ
で
あ
｝
Q
n

ス
ペ
ー
ス
ギ
わ
ソ
フ
一
乞
め
ぐ
る
ケ
ネ
デ
ィ
と
ニ
ク
ソ
〆
正
対
決
は
、
九
月
末
か
ら
一
つ
け
求

ι
か
日
て
刃
凶
行
h
れ
た
ア
レ

と
w

h

つ
雑
誌
へ
の
投
稿
と
い
う
形
己
反
点
を
湖
、
チ
ー
ネ
ケ
ネ
デ
J

ピ
汁
へ
献
と
「
ミ
サ
／
ル
と
口
ケ
y

ト

へ
f
F之
に
3
1ミ
九
月

2kmミ乙

は
7

4

リ
刀
山
上
市
政
策
心
川
町
ば
乞
批
判
し
て
次
む
よ
う
に
一
副
え
た

我
々
は
ソ
連
ー
と
の
戦
略
的
宇
宙
競
争
の
買
っ
的
中
に
い
る
の
で
の
り
、
そ
れ
に
以
氾
し
て
き
に
ν

e

一j
M
C
支
配
は
こ
の

F

J

f

円
問
戸
川
決
「
る
rrょ
の
ろ
う

J

過
去
の
由
紀
山
市
洋
を
支
配
L
九
一
同
家
が
！
大
住
を
支
配
し
た
よ
う
川
、

ソ
迫
が
宇
一
向
か
71人削
fJ

れ
ば
使
、
同
一
円
戸
地
球
を
支
配
す
る
で
あ
ろ
う
｝
技
々
は
一
、
の
死
活
的
な
抗
争
に
お
い
て

一市川片山廿
3
ヘJ
d
る
こ
と
は
で
き
な
い

U

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

平
和
と
PH
自
を
併
保
ι
う
る
た
め
に
、
我
令
は
量
ご
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：
宇
一
一
は
花
々
の
ず
平
川
7J

な
一
ヱ
v
t

－
y
μ

ノア
f

ア
ー
な
の

h

一
れ
に
対
じ
て
一
ケ
ソ
ン
は
、
い
一
れ
ま
さ
の
ア
メ
リ
カ
C
J了
一
昨
に
お
け
る
戎
果
、
特
に
科
学
／
）
突
い
川
の
分
野
を
み
は
官
γ
て、

γ
メ
ワ

カ
は
ソ
山
地
こ
の
d

J

｛
件
競
争
に
勝
利
し
一
に
き
た
の
で
あ
）
、

γ
イ
U

州
，
ハ
ワ
政
権
は
み
で
の
前
の
ト
ル
？
？
ン
尺
ム
比
政
権
に
よ
っ
℃
守

じんノ
y
｝
推
氾
々
の
『
刀
野
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
は
ソ

一山一

述
に
ま
も
な
く
語
い
っ
，
L
Y｛
疋
で
あ
り
、
有
人
一
万
四
右
陸
は
一
ー
ι
U
O庁
か
ら
ヤ
］
引
に
子
｛
疋
さ
れ
て
い
る
い
〈
明
日
J

〕
守

じ
に
ミ
ヰ
庁
ノ
ー
ル
宅
ギ
止
ヤ

J

L
て
き
止
と
下
張
し
ん
一
口
ま
た
、

一
九
六
（
）
今
乃
選
不
戦
が
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
、
れ
、
両
仮
出
明
者

に
問
、
す
る
ア
f

張
ぽ
ロ
パ
体
注
の
点
夜
こ
Mf－
十
の
泣
レ
は
z
の一－
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三時

1
7

～
も
の
の
、
と
＆
一
げ
れ
〈
r
後
の
総
同
判
的
な
以
り
判
み
を
約
民
す
る
上
〕
i

さ
は
同
、
二
、
中
山

L

り
、
区
別
す
る
こ
と
が
緊
7

し
く
な
っ
て
い
た

J
一の

ーム

日州

｝
メ

J
カ
広
報
局
｛
U
5
1
A
リ
ピ

E
E｛出
E
2
一
三
之
さ
ベ

5
ロ

山
市
議
交
の
精
製
が
新
聞
に
説
法
し
十
一
D
H
J
5
2
L
J
点
字
宿
泊
動
な
）
の
た
リ
続
予
の
一
中
要
組
成
に
お
い
て
、
西
側
諸
国
の
ア
メ
リ
古
に

L
Tつ
九
ハ
urh町、

が
伸
一
叫
の
う
ち
に
い
え
υ

一
し
た
二
つ
の
海
外

山刈ム
nJ
る
信
頼
が
ほ
一
、

L
て
、
る
こ
こ
z
ぜ
不
寸
も
の
で
あ
っ
打
。
ま
に
時
を
け
じ
く
し
て
、
二
一
〆
ソ
ン
は
汁
ら
が
長
員
長
や
務
め
る
上

山

μ

片山坑内
ρ
丁
市
山
科
学
妥
当
会
に
よ
っ
て
却
備
さ
れ
乙
間
生
川
去
を
党
土
仇
し
た
。
そ
の
報
刊
帝
J

は
、
ム
ム
山
こ
ミ
サ
f
ル
に
お
け
る
ソ

下
に
適
切
ル
対
処
し
ど
こ
な
か
っ

r
兵
何
必
孜
権
を
非
難
し

ソ
肝
ん
叶
万
三
一
一
［
出
い
か
と
も
に
磁
力
な
宇
宙
計
ー
内
ハ
V
L山な
7
f
認
識
し
C
し

る
こ
と
乞
訴
え
る
も
へ
ど
l
Fめ
っ
た
c

投
票
日
直
前
♂
こ
れ
ら
の
イ
山
来
事
は
、
過
去
の
成
果
立
で
張
ず
る
一
一
ケ
ソ
ン
よ

n
も
、
た
と
、
え
H

且
ハ
什
件
怜
に
欠
け
る
と
し
て

JAEM
ゾ

7 

て
ソ
尚
一
と
の
山
J

笥
続
争
に
勝
利
す
る
、
」
し
し
ゃ
訴
え
る
ケ
ネ

T
r
心
、
土
張
に
説
作
力
を
付
犬
山
七
1

に
ん
上
う
で
お
一
る
双
了
の

ギ
》

l

ノ
プ
八
一
市
与
す
な
、
沿
い
風
、
と
し
た
ケ
ネ
一
一
J
f
ば
ニ
ク
ソ
ン
J
V
僅
差
で
破
二
三
弟
一
斗
代
ア
え
リ
カ
大
統
棋
に
抗
日
じ
す
る
わ
一

第
一
泊

p

七
人
，
中
一
円
飛
行
ィ
副
司
、
と
同
ぶ
協
訓
路
線

、
孔
刻
大
統
領
土
な

J
人

37
三
ア
ィ
は
、
新
政
権
の
政
災
町
山
川
冗
さ
ト
る
た
め
に
二
九
の
特
別
戸
市
v
f

員
会
全
設
者

J

た
が
、
そ
の
川
の

つ
〆
了
二
工
、

マ
引
」
ノ
ナ
セ
ツ
ソ
科
大
学
教
必
の
物
珂
子
高
ジ
一
口
、
？
ウ
ィ
ズ
？

に
ア
メ
リ
カ

（」汚点ー三一
mυ

出

J
J
K

ご三戸、
υ

町、）

宇
市
活
動
の
〈
で
一

E
的
山
汁
拾
い
刊
を
依
頼
3

〆た
υ

1

イ
ズ
づ
ー
は
、

ア
イ
ゼ
／

L

ハ
ワ
ー
政
権
が
ス
ア
ヲ
ト
二
ク
，
J

ノ
ロ
ァ
ク
ι
日
後
の

h
丘

二年
Y

一
門
人
に
創
設
L
ト
大
統
領
科
学
諮
問
委
弓
会
「
P
R
A
C
2
2乙
gm正
明

2
3
2

（

J
2
2
5一
2
2

の
一
｝
汀
で

コ一ノ
F

、一、

jwd
一ー
γ
r引は

ウ
ネ
「
ィ
が
に
九
統
領
中
好
T
に
肉
付
て

字
竹
諮
問
委
μ

骨子会」

九
i
J八九

J
U
占
に
作
っ
た
十
へ

y

ア
款
問
問
障
か
ら
仕
る

い
ね
い
＼
そ
れ
以
来
ウ
リ
小
フ
ノ
再
常
に
政
一
を
行
っ
て
レ

l "8 1.2Ul' 1 1 ; 
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r
d
1
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一
ん
六
ギ

H
ベ
ハ

l
、
ノ
イ
ス

J
r
i
の
お
別
委
町
会
問
ケ
へ
つ

q

い
日
告
書
を
提
出
し
た
仁
平
の
刊
行
止
円
芹
目
、

ア
メ
汀
刀
心
ぢ

事
・
安
九
一
一
似
障
に
お
け
る
神
道
、
、
サ
イ
ル
関
誌
の
一
三
円
之
川
女
刊
土
品
え
た
後
、
ム
7

市
一
体
イ
叶
判
の
一
一
室
日
的
と
し
て
、
心
同
意
威
信
、
次
UR家，
K

ん
保
障
、
必
3
山
科
学
の
絞
川
川
乙
実
験
、
川
小
）
T
I
T

筒
長
ハ
刊
の
非
軍
事
的
実
利
い
刷
、
ん
r
J
M
門
係
協
力
を
お
4

げ
て
い
る
わ
」
そ
の
巾
で
国
際
協
h
M
に

つ
い
て
は
、
一
衛
記
述
「
一
川
や
ぷ
陽
系
探
公
の
さ
つ
は
ド
作
活
必
は
、
世
界
心
あ
ら
ぬ
る
「
ん
γ
こ
の
一
山
際
協
h
H
U
綴
会
を
止
に
供
す
る
も
の

で
ふ
の
り
、
一
作
家
競
争
で
は
な
く
み
人
須
の
協
力
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
立
大
規
牧
で
に
凡
知
的
な

ι町
一
一
「
画
を
成
功
さ
せ
る
こ
ζ

が
C
き

る

と

記

L
C
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
τペ
ノ
む
判
的
の

r仏
り
に
は
、
川
連
と
の
ロ
37
ッ

P
民
進
わ
ず
の
芸
す
締
め
る
と
と
が
で
一
持
一
る
さ

ら
に
よ
主
の
打
ち
と
け
口
ウ
ソ
ト
計
画

Jr推
巡
「
べ
き
で
d

れ
わ
、
ー
マ

l
t
ュ
リ

l
計
山
～

pc」空内

一
の
よ
う
な
有
人
J

十

一
唱
茂
行
計
両
は
、
軍
事
」
灯
時
中
び
列
川
町
j

技
術
的
見
地
i
m
M
b
は
毛
市
町
で
は
な
い
J
紡
識
し
て
い
た
へ

こ
の
山
J

ズ
サ
！
の
夜

E
宝
川
は
、
主
計
活
動
の
は
的
よ
し
こ
、
凶
一
本
山
札
口
如
、
友
人
工
門
川
川
崎
に
加
入
て
凶
際
協
力
争
強
調
L
て
い
た
刊
で

目
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
基
ト
ム
ド
的
に
は
そ
れ
ま
で
の
ア
イ
ぷ
シ
ハ
ヴ

i
政
権
の
し
T
山
政
策
り
山
川
容
と
日
ぼ
交
わ
ら
な
い
も
の
γ

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

あ
っ
ー
に
「
そ
、
ど
だ
め
、
川
政
権
よ
り
も
稜
格
的
K
7
7山
政
治
や
計
凶
ー
と
山
川
仇
し
て
い
ふ
う
え
ム
ア
f
やず
J

ョ
シ
ソ
、
J
（

U
剃
待
に
必
ず
し
も
添

う
も
の
で
は
な
か
っ
た
；
ろ
で
あ
る

J

し
か

L
ウ
ネ
デ
ィ
は
、
そ
れ
ま
で

ノ
イ
ス
ナ
マ
ー
へ
の
ね
U
和
い
班
え
て
そ
の
日
い
ρ
古川主
um

波
宮
科
」
一
一
技
術
犯
引
の
大
統
領
特
別
禍
件
｛
日
に
任
命
し
、

高
い
守
門
刊
を
出
川
姉
、
ぷ
l

－、

P
S
A
仁
会
口
ド
止
に
封
、
λ

た

一
方
、
ケ
士
一
ィ
は
月
木
の
攻
防
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
シ
が
宇
宙
政
策
に
洞
見
し
て
い
七
戸
～
乙
か
ら
、

N
A
S
A
／
一
乙
ち
に
創
設
さ

J
l
L

い

れ
た
国
衣
航
空
d
T
信
会
議
（
N
A
S
仁）

の
議
長
を
大
統
泊
か
ら
寸
大
絞
但
に
変
更

γ
る
」
と

士
、
れ
に
は

民
牛
d

一
J

宵
一
一
正
問
担
当
り
N
A
S
九
；
｝
軍
卓
上
十
店
計
州
羽
一
1
！
の
同
防
総
省

へ
わ
に
笠
司
法

コー、
l

’

c
H
f
d
 

一
民
大
統
領
に
行
わ
せ
よ
う
ζ

い
う
な

函
J
石
川
ま
れ
℃
い
マ
人
。
と
、
マ
つ
が

N
A
3
じ
改
革
の
誌
論
は
長
引
く
こ
？
ご
に
な
コ
に
。
同
正
統
領
が
波
長
で
あ
る
N
A
S
C
中
一
大
統

気
判
NUM
長
で
あ
る
凶
家
安
九
保
障
会
午
前

｛、N
5
f
〆
缶
、
ζ

と
向
殺
の
権
限
土
持
つ
判
織
に
L
U
J

る
か
ご
っ
か
、
ず
な
わ
ち
大
統
領
議
恨
の

11弘太1};?) CiG (5 I〕l; 11701.ヨ00;



三時

部
U
T

副
大
統
領
ピ
一
九
女
占
有
読
ι
う
る
か
と
う
か
が
問
題
に
な
〉
丈
の
で
あ
る

f

こ
の
権
限
戸
会
一
点
に
つ
し
て
は
ケ
3

ぃ一ナィ
1
b
u
以
一
村
、
ご
～
た
め
に
、

段
終
的
に
N
A
Q
U
仁
は
諸
大
統
旬
、
市
議
長
と

L
て
、
大
絞
領
抑
設
丘
町
一
助
汁
的
統
織
乙
ず
る
い
一
と
で
ま
と
ふ
広
勺
亡
。
ー
ν
か
し
、
そ
の
庁
、

ーム

日州

新
政
権
が
品
川
河
川
止
し
ア
一
か
ら
一
か
川
月
後
の
凶
月

μ
一
決
さ
れ
ー
、
ジ
才
ン
グ
ソ
〆
ー
か
N
A
Q
（
議
長
に
就
粁
L
～
一
の
は

の
こ
と
で
あ
3

こ
の
M
A
A
円、し

AklJ札
任
心
遅
れ
に
加
え
て
、
ケ
ネ
ず
ィ
政
権
充
足
時
に
泊
の
日
付
飴
級
メ
ン
バ
ー

ペ
ヒ
、
川
’
止
し
て
い
た
｛
γも
元

か
わ
ら
ず
、
新
日
A
当

A
長
官
1

日
げ
が
決
定
し
て
い
主
か
っ
た
c

っ
き
り
、

一fM
権
充
足
時
に
宇
宙
攻
策
古
川
山
中
J
7
2
7
G
織
に

d
ベP
L
f
m

叫つ

ケ
ネ
デ
J

政
権
ハ
π足巾
1
初
の
宇
市
川
政
策
は
、
一
川

一川…

陀
協
万
に
よ
る
J
j
甫
バ
似
の
峰
抗
と
い
う
ウ
ィ
ズ
ア
！
の
川
被

E
主川品、効一
μ

ピ
色
根
く
反
決
し
す
に
も
の
に
に
っ
た
と
さ
え
ら
れ
る

v

し
て
レ
に
の
は
大
統
領
引
佐
官
ハ
の
ウ

J

ズ
ナ
l
h人
け
だ
っ

rり
で
↓
ぬ
る
〈
そ
の
た
め
、

ろ
不
一
「
J

一は

一f
）
日
の
大
統
治
机
rh
治
一
況
の
中
一
ー
、
J

十
需
出
動
に
お
け
る
凶
際
協
M
b
y
呼
び
日
行
、

九
ー
ハ
一
作
一
月

一
。
日
付
況
の

一
校
教
丹
市
説
て
は
、
気
象
予
測
、
市
い
ぺ
通
口
川
、
い
て
し
こ
火
原
や
全
い
パ
（
り
惑
星
川
仇
査
い
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
が
ソ
追
わ
C

れ
れ
叩
め
あ
ら
ゆ
る

国
々
と
協
h
け
す
る
南
山
円
、
が
あ
る
一
L
1
／
今
一
述
べ

米
ソ
｛
ナ
刊
協
し
々
に
つ
い
て
は
、

「
今
川
こ
の
国
が

T
，
刊
の
科
予
と
技
術
亡
先
ん
ど
、

い
る
方
で
、

ソ
庄
は
地
成
軌
辺
へ
の
ト
に
ち
ょ
げ
従
力
ご
日
後
れ
て
し
る

f

冷
仙
川
と
い
う
辛
〈
2Avr
な
政

7
の
り
ん
め
の
収
hdhんな

同
問
は
、

排
除
す
る
一
」
と
ヤ
コ
て
、
他
の
悶
々
と
凶
川
、
て
古
ノ
に
互
い
に
助
付
合
つ
こ
と
日
’
で
き
る
は
ず
で
あ
る
」
こ
示
、
λ

た
い
演
説
校
、

デ
f
は
3

ノ
ィ
ス
ナ
E

に
下
山
川
協
々
の
民
、
什
仲
茶
を
N
A
S
A
、
F
E
e
A
仁
、
内
務
省
乙
の
山
崎
刀
の
下
に
作
成
一
j

る
ホ

月

戸
れ
に
ソ
庄
が
金
足
探
査
機
を
山
一
円
一
l
行
た
阪
、
乙
ケ
久
ア
ィ
白
身
1
b
J

出
力
叫
力
に
つ
い
て
ソ
ル
シ
チ
ロ
ブ
と
の
有
一
正
宏
容
［
一
見
交

換
を

mh昨
I
J
七円

一
一
け
に
ケ
ネ
一
円
二
ー
が
そ
の
全
コ
生
保
有
絞
に
つ
い
て
ブ
ル
シ
チ
司
プ
に
机
一
五
z
ぜ
れ
っ
こ

h
け
に
は
y
ル
シ

y
ョ

ァ
か
ら
、
ケ
ネ
デ
ゴ
ト
υ

月
末
刀
法
リ
誌
の
中
で
提
案
し
ー
に
宇
陀
協
力
に
つ
い
て
は
部
迎

γ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
〕
単
純
問
湿
り
解
決
刀

必
要
で
あ
る
と
h
w
う
区
事
が
日
レ

ケ
ネ
ア
／
は
そ
の
対
比
策
を
ウ
r
ズ
ナ
！
と
話
し
合
う
と
－
内
ノ
ス
ナ
ー
は
二
月
一

ハ
ノ
日
付
リ
の

さU［：ヘ氏、7'.lix J人d：γSo .S 1 z, 
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ケ
ネ
デ
ィ
へ
の
古
守
口
の
ロ
で
ル
ー
の
よ
っ
に
述
べ
て
い
る
）

ノ
速
は
現
尚
司
で
一
凶
心
。
〈
じ
だ
J

ド、

つ
ま
り
我
々
の
約
一
一
作
の

い
一
刊
誌
力
を
保
山
刊
し
て
い
る
－
孜
々
は
そ
の
芸

を
全
hυ

で
い
治
山
一
る
こ
〆
」
ー
は
一
口
ふ
暗
こ
り
芳
、
え
ら
れ
る
が
、
約
一
一
午
閣
は
判
仙
人
仙
の
ソ
述
の

ロ
pp

ノ
ソ
卜
に
い
政
ず
る
も
の
合
什
つ

ご
と
は
↑
〈
き
以
い
で
d

の
ろ
う
。
：
：
ソ
所
は
彼
ら
の
利
ハ
J

技
村
に
お
円
る
俊
併
を
礼
町
L
、
彼
ら
の
け
命
的
な
混
雑
か
ら
れ
意
を

げつー丁山内一
L

心
業
料
、
を
一
川
一
九
れ
で
利
用
L
て
き
や
u

し
か
し
実
際
は
、
内
側
諸
匹
、

ζ

く
に
ア
メ
リ
カ
の
科
学
の
方
け
い

ほ
と
ん
ど
の
分
野
で
後
れ
ご
お
れ
、
川
）
い
氏
止
い
い
を
支
え
る
怯
正
す
べ
て
の
分
野
て
も

M
穏
で
↓
ぬ
る
c

し
た
が
っ

ノ＇r
l立

の
守
ん
い
を
貼
長
ず
る
よ
う
な
対
比
↓
γ
一
ず
る
の
で
は
な
く
、

マ
メ
リ
力
の
慢
f
h札

4
2
広
め
る
よ
う
な
主
力
ん
を
ず
べ

こ
の

rw亭ハハ
V

品川山
A

げ
は
、
ま
ず
ソ
巡
り
ロ
ケ
ァ
ラ
ヘ
打
ち
三
げ
能
力
に
追
い
つ
く
た
め

そ
の
一
で
、

ノ
速
と
の
J
十

笥
山
川
下
を
漏
る
よ
う
な
川
由
一
人
々
か
れ
、
辻
ぐ
の
で
は
な
く
、
同
際
的
uzd
」
丁
宙
協
rけ
を
推
進
す
る
巾
亡
ア
メ
リ
カ
心
豊
か
さ
を
国
際
日
付
ム
パ
に

一
ボ
し
コ
つ
、
メ
の
よ
う
な
作
組
み
に
ソ
連
を
引
き
人
れ
る
一
」
と
に
よ
：
f

」
同
和
ハ
緊
張
セ
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
？
一
。
の
で
あ
っ
た
ハ

ぞ
れ
と
円
ご
が
う
ノ
ー
デ
ィ
政
権
党
ぶ
当
初
の
i
t
山
政
策
の
去
半
方
針
で
あ
っ
た
っ

三
U
U
見
世
川
主
受
け
叡
っ
た
凶
絞
り
↓
月

A

二
百
、

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

吋

f

q

は
フ
ル
ン
チ
ョ
ウ
に
首
脳
会
設
在
、
一
し
f
ヘ
～
～
で
い
る

r

こ
う

J

て
う
え
デ
ィ
政
権
の
一
一
J

八
円
政
策
が
つ
ィ
ズ
J
2
7

の
国
際
協
訓
路
線
に
が
っ
て
励
金
、
始
め
た
頃
、

ム
ソ
丸
デ
ィ
政
権
の
J

山川政
ι
…

を
犯
う
4
ご
っ
一
人
心
人
物
が
な
場
し
た
J
N
A
S
A
じ
れ
（
し
に
捻
れ
い
し
た
ジ
T

一
ム
ズ
－
L

ノ
マ
一
引
ブ

」三
2
3
一h
S
L
d
r
一
で
あ
る
」

J1ソ

1

／
プ
は
、

ト
ル
ー
ア
ニ
民
？
？
一
党
政
権
に
お
い
て
子
貨
同
長
や
凶
務
次
官
を
務
め
に
後
、
行
川
市
事
業
に
携
わ
る
一
方
ど
紋
官
事
業
に

お
い
て
科
手
哲
三
ち
、
と
い
父
子
主
汁
つ
と
い
う
政
界
、
経
済
界
、

A
J
界
に
通
じ
た
人
物
で
あ
っ

ーノ
L
ヅ
ず
／
中
小

r

－

1
d号

同
長
（
い
に
は
N
A弘メ

品
市
発
見
当
初
か
ら
副
長
官
を
お
め
て
い
た
ン
L
I
t
－
－
ド
ラ
イ
ヂ
ン

（
白
石
「
門
ロ
ミ
ι何
回
戸
）
を
再
日
L
た。

ツ
J

7

フ
は

時
一
日
に
正
式
に
H
A
5
A
長
官
に
就
任
す
る
と
、
ド
ノ
ゼ
J

ハ
ワ
l
政
権
の
止
「
成
し
た
d
j
J刈
J

J

筒
古
修
正
ヲ
べ

、ノ

J車
ウ
ノ、

11弘太1};?) CiG (5 I〕3) rrn; r.ヨ00;



く

え
六
年
度
治
市
子
詳
の
編
成
に
以
り
か
か
っ
ぺ
い
一
月

ヨ
L

は
、
匂
げ
の
辺
町
↓
γ
算
一
一
に
閃
げ
で
大
涜
頑
と
N
A
S
Aヘー

三時

た
め
に
汁
タ
ー
ン
川
一
司…
 

議
題
の
一
つ
は

ーム

日州

ν？ 守ユ
ネD , 
- イ時
二与1

§~； I吋
' O) 

を
川J凶

茂
ヲ

る
7ト

ノ
カミ

託、

つ

つ
は

マ
ヰ
コ
ソ
v

計
到
に
泣
く
右
人
月
飛
prぃ
計
剖
で
あ
る
マ
ポ
ロ
計
百
L
J
γ

間

ソ
小
町
乙
幻
ロ
ウ
／
ト
，
十
進
ぃ
YJ

仏
陀
ム

n
J

る
か
と
苧
っ
か
と
あ
〉
た
。

ウ
J

P

Y

は

マ
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

i
政
権
に
d

っ
て
N
A
S
A

ハU
A
1
計
画
か
u
h
y
に
H
H
J

抜
き
に
さ
れ
た

、
打
と
J
i
け
能
力
に
お
け
る
ア
メ
リ
々
の
劣
勢
仕
克
服
L
u
f
G
二
一
ば
く
し
亡
、
失
つ
亡
き
た
威
信
を
取
れ
反
「
戸
一
ζ

は
↑
ど
き

サ
タ
l
ン
や
r
ポ
U

な
ど
の
N
A
S
A
の
J

丁
向
出
回
が
州
側
諸
当

ιu忍
際
協
力
む
場
一
hv
提
供
し
て

L

の
同
出
止
の
結
点
目
以
化
に
役
立
つ
こ
と
、
さ
ら
に
は
ソ
川
県
ん
を
合
め
た
怯
の
百
々
と
の
協
力
も
叫
一
巡
す
る
こ
と
を
説
1Jし
た
一
た
た
、
ご

な
い
と
主
張
し
た
〈
そ
の
一
万
一
九

む
ウ
エ
ッ
プ
ハ
V

同
際
協
力
（
山
一
考
え
ん
は

ソ
連
と
の
税
句
Y
と
協
力
の
百
一
一
回
を
強
調
す
Q

も
の
で
あ
旬
、
競
争
ど
で
き
る
と
け
抑
え
よ
う

と
ず
る
ウ
J

ズ
プ
！
の
州
際
協
調
路
線
と
は
宍
な
る
も
の
で
あ
っ
に
ン
会
議
後
、

、

必

－

一
だ
ー
の
t
J
T
m協
力
十
一
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
和
子
し
f

ウ
ネ
マ
ノ
の
は
ウ
ゴ
ソ
プ
に

し
こ
、
政
い
い
惟
と
L
て
ソ

羽
町

H
H
、
N
A
討

A
C
代
表
者
政
き
で
再
度
公
ぷ
が
悶
か
れ
七
。

7

ノ
f
ズ
一
ノ
ー
は

月
心
掛
川
色
丹
の
計
九
調
と
町
ヤ

J

よ
う
に
？
タ
i
ン
計

一
到
の
み
を
い
文
持
し
た
じ
子
制
一
行
旬
以
主
ノ
f
H

ド
・
ベ
ル

刊
灯
｛
毛
主
判
ナ
周
一
見
付
吋
】
d
m

州、一

千
十
一
人

J
山

）

仰

山

ぜ

（

一

日

'" ｝己久

飛
行
t

t
り
も
Lth
訟
や
通
行
問
と
い
つ
わ
割
百
九
ム
ェ
九
一
川
J
H
4
の
仁
川
げ
小
、
『
ノ
エ
ツ
ィ
ノ
が
張
「
る
さ
「
な
囚
際
関
係
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
、
一

hv 

る
守
山
市

υ計
判
の
開
始
を
け
一
同
送
っ
行
υ

こ
れ
に
白
人
勺
て
N
A
R
A
子
算
は
億

h
ロ
ヘ
｛
万
ド
パ
刷
出
口
ι和
さ
れ
て

億一一ー
μ
ハいいじ刀いい

ル
と
は
り
、
サ
タ
l
ン
ロ
う

y
i
－U
完
成
が
約

7
J
1汀
1
ま
る
こ
、
」
に
な
3

た
U

一
ん
六

ι
1
L
1
一回加
4
J
持
率
引
一
－
d
没
脱
出
と
ア
ド
ロ
刈
山
山
か
戸
、
叫
仇
さ
れ
こ
理
由
は
」
V一
て
あ
っ
ア
の
か
。
ぞ
れ
は
ま
ず
、

ぅ
、
小
ア
ィ
を
〈
マ
U

め
ど
宇
宙
政
策
担
吋
者
に
ち
、
β
、
γ

ポ
ロ
計
画
の
山
段
階
で
忘
る
マ

l
ι
7一リ
l
門
出
の
材
飛
／
h
h
M
ま
も
な
く
行
わ
れ
る
下
定
で
z
の一－
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ス
こ
と
か
ら
、
そ
の
わ
首
呆
を
見
係
め
た
内
向
さ
判
断
、
三
人
い
と
考
え
E
Lい
た
か
ら
ご
あ
3
1
7

一

げ
に
、
川
川
外
政
三
上
の
－
4
d
日
が
存
在
し
た
ペ
ご
の
頃
の
ケ
ス
早

4

政
権
の
一
一
M
i－－べ関心は、

叶

γ
巧
川
犬

ア
ノ
、
ン
サ
ノ
、

F

ブ
）
ノ
カ
、

の
第
一
位
界
政
資
に
あ
コ

一
月
一
一
に
は

1

巾
前
夫
間
決
伐
助

心
力
司
］
け
剖

の
た
め
の
同
開
）
を
発
表
1

）
て
、
同

民
の

iJ泊
中

J
h上
大

1

る
、
了
こ
で
九
牛
命
や
共
産
化
J
V
－
防
ど
っ
乙
し
て
い
と
り

ま
た
、

ラ
オ
ス
で
は
九
z
八
九
ピ
人
つ

f
i一
L

；

千
十
判
川
1
p
t
h
A
Z
μ
1
H
I

、
き
か
ど
h

か
の
仇
阿
や
迫
ら
れ
て
い
た
か
、

N
A
S
A
治
加
子
貨
を
決
定
し
に
一
万
一
川
、

ア
メ
リ

ケ
ネ
デ
J

政
権
は
ラ
オ
ス
に
軍
卓
上
介
入
す
る
決
意
が
丸
山
る
こ
と
ケ
↓
党
衣
し
た
乙
さ
ら
に
、

コ
ペ
コ
で
も
共
崖
勢
力
む
支
流
に
」
っ
て
一
一
刻

凶
＼
竹
内
ム
号
、
咋
川
ハ
レ
ぃ

J

、

イ

THU百じ
u
i
sイ
l
1

派
遣
さ
れ
C
い
七
回
連
市
の
？
J
V

湯
が
破
滅
し
ご
し
ま
h

勺
危
険
性
に
対
処
し
ヘ
歩
行
れ
ば
な
ら
な
か
つ
ど
一

こ
の
よ
う
に
弟
二
世
界
に
お
い
て
京
西
淀
邸
内
心
緊
張
が
古
川
ま
る
中
で
、
毛
市
両
氏
策
は
ケ
不
ウ
ィ
段
怪
の
K4外
政
策
を
支
え
る
も
の
Lf

し
と
は
む
L
ろ
同
附
仲
良
調
主
川
一
点
寸
品
川
一
へ
は
け
吉
正
う
こ
と
に
な
っ
た
ν

け
ケ
ッ
推
進
万
に
お
け
る
よ

ω

ッ
ブ
心
点
肢
に
加
え
て
凶
際

協
調
の
追
求
、
こ
れ
ら
が
月
末
心
段
階
で
ケ
王
ア
ィ
政
権
が
宇
宙
ru動
に
沿
い
て
は
持
し
て
い
た
も
の
で
。
あ
っ
た
c

有
人

i
h刊
流
行

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

計
凶
で
為
る
ア
ポ
ロ
バ
悩
は
そ
れ
、
り
に
必
安
！
ょ
引
凶
と
は
凡
な
き
れ
い
ず
、
そ
の
決
定
は
光
送
り
さ
れ
こ
「

V

ウ
ネ
デ
ィ
政
権
と
し
て
は
、

次
の
え
六
一
年
度
子
買
い
ア
編
成
六
、
れ
る
一

λ
六
年
秋
に
斜
1
7

一
な
決
定
」
宣
す
れ
ば
よ
い
と
の
与
え
だ
っ
去
よ
三
ー
で
あ
る
し

四
月
に
入
る
し
＼

J

イ
ズ
う
は
自
ら
が
政
附
内
外
に
作
っ
た
叫
山
花
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
内
向
さ
れ
た
米
ソ
d
f
M協
力
の
具
体
J

ょ
を

コ
に
ま
L

一め

そ
の
中
で
、
求
ソ

7
4仲
議
力
む
日
的
は
、

ア
メ
リ
や
が
j
γ
J
h

凶
探
人
d
に
お
い
亡
競
争
よ
り
4
一
議
刀
t
Z
4
情
念

3
U
ミ
い
る
』
」

と
を
具
μ
判
的
に
明
ら
か
に
ふ
J
7
Q
h

一
こ
に
よ
コ
て
、
川
μ
戦
の
緊
張
緩
印
に
け
献
し
、
ド
大
字
情
計
苅
ト
ル
必
吹
な
紅
ほ
的
‘
人
的
資
源
を
節

約↓
rJ
司
令
こ
い
手
よ
め
る
と
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
r
八
ハ
ま
に
長
体
的
計
両
／
）
し
て
、
利
リ
ア
‘
通
信
街
J
（の日制
i
支
援
及
び
情
祁
交
挽
、

UA

界
的
気
象
街
『
土
一
許
制
、
ヲ
て
L
て
有
人
刀
探
伝
一
計
制
や
M
J
人
火
岸
e

金
日
探
査
な
ど
か
が
は
一
一
－
小
さ
孔
て
い
た
り

こ
う
し
と
ウ
ネ
デ
ノ
は
、
新
攻
待
ん
ら
J

十
苛
政
策
旧
日
中
有
b
l

選
出
す
る
辺
科
と
X
A
メ
A
追
加
予
算
を
帯
主
減
ず
る
退
位
に
お
レ

t

11弘太1};?) CiG (5 I〕S, 1183 1.ヨ00;
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三時

メ
リ
カ
の
宇
宙
イ
千
平
長
術
力
u
q
p
h
実
に
門
阿
め
な
が
ら
川
氏
協
調
h
d
p川
市
一
九
ょ
す
る
と
い
ス
デ
一
向
政
誌
を
展
問
、
ν
始
め
た
じ
ヲ
げ
れ
ば
、
大
統
領

円
4
H
A

？
の
ソ
速
い
《
の
競
争
を
悩
ノ
＼
戸
山
識
し
た
も
の
と
は
棋
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ーム

日州

第

ア
ポ
ロ
計
四
三
葉
一
定

第
一
約

つ
の
シ
ヨ

J

ク

一
ん
六
ノ
寸
』
日
付
、

日
－

ぅ
、
不
ワ
J

は
ノ
速
が
釘
入
f
十P

向
飛
r什
を
数
日
巾
に
も
実
比
す
r
匂
か
も
し
、
れ
な
い
と
レ
う
知
ら
せ
を
会
け

rc

述
は
ス
J

ノ
1
1
二
L
ワ

2iτ
以
来

た
を
使
っ
て

K
V
2
J
J
q
mの
紅
花
心
ザ
王
守
々
と
丘
一
め
と
い
た

F

一ー

を
地
成
田
阿
品
目
ん
忠
仁
来
廿
一
七
後
、

無
事
に
一
川
収
j
る
こ
と
に
日
出
れ
れ
に
先
駆
け
て
成
功
し
た

~ 

ノJ

ア
メ
リ
カ
も
一
九
六
平
円

日一入、

uk

に
主
計
弾
道
成
行
を
さ
せ

7
2
と
に
成
功
し
I
い
七
む
亡
、
米
ソ
ど
九
him－
刊
J

人
剣
初
心
右
人
心
小
川

／
パ
ン
ン

1

飛
行
に
成
功
す
る
の
は
吟
同
心
問
題
で
あ
っ
た

f

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
り
〆
の
強
い
れ
～
当
初
か
り
米
ノ
聞
の
山
了
宵
協
力
を
模
索
し

と
い
」
ろ
が
、

て
お
り
、
今
人

i
符
飛
行
を
め
y
る
ソ
直
一
と
の
波
予
意
識
は
ば

h
J
た

か
つ
え
ア
イ
ぷ
ン
ハ
ヲ
i
政
梓
が

礼
f
v
一jjjJtえ
炉
町
《
叶
i
J

二占、ノれ
E

f
j
f
4
F
ι
H
Y－
－

、

一

h

い
さ
ほ
ど
ωほ
れ
な
以
っ
て
い
な
か
っ
た
に
も
し
F

人
類
初
の
人
街
」
H
J
F
及
ぼ
ャ
ー
心
型
的
・
政
治
的
影
響
pf
当
続
、

J

た
た
め

、
／
主
こ
〕
F
L
っ
J

L

一
ょ
う
ヲ
コ

ー
：

i

j

！
？
ベ
戸
、
才
Z
／

j

f

今
、
ス
一
ア
ィ
政
持
ー
も
ま
わ
有
人
1
4

三
は
飛
行
に
悶
ヲ
J
V
L
同
h

J

品
川
主
除
む
下
一
と
に
な
る

r

四
月
二
ド

リ
パ
庄
の
ユ
リ
電
力
ガ
ー
リ
ノ
J

ヘベ

5
〉
わ
む
宮
コ
コ
）
ふ
荒
川
中
心
／
引
は
、
事
人
宇
市
船
「
ヴ
オ
ス
ト
ー
ク

「
！
来
方

日
の
出

0) 

"' 'c 

記
L
L
f
い
ね
事
帰
還
L
ヨ
ノ
る
こ
い
う
人
一
頃
初
の
て
や
人

口

勺

っ
て
泊
山
古
川
町
一
軌
道
を
伺
戸
〆

｛
十
何
飛
行
｛
～
成
功
し
た
o

ノ
述
は
人
一
ー
術
豆
打
ち
上
げ
に
パ
が
き
有
人
ト
十
官
品
川
／
れ
セ
J

モ
ア
メ
リ
カ
の
光
を
陥
没
f
ア
乙
？
で
き
た
が
、
こ
の

有
人
宇
宙
飛
行
に
は
つ
ル
シ
ヂ
ョ

y
斗
誌
が
少
な
か
ら
ず
潟
わ
っ
て
い
こ
n

ノ
ル
シ
チ
ョ
7

は
、
ス
ゾ
i
ト
ヱ
ク

1
5の
打
ち
f
げ
成

山以ア似の
u

内
拙
い
ャ
尚
一
叫
の
倫
明
を
見
て
、
宇
宙
で
の
戎
果
を
日
ら
の
ば
治
外
交
出
動
に
利
用
す
る
よ

h

つ
rLJ川市ヤ

ん
f
M
聞
も
フ
メ
リ
刀
よ
り
も

l別 1.2Ul'1 1 ; 
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E
tく
主
人
宇
宙
飛
行
を
実
現
す
る
よ
っ
お
一
か
し
て
い
止
の

h

アれ
f

い山
T
h

、

日
ベ
ハ
日
の
ア
メ
ー
カ
同
防
長
官
ロ
パ
ー
卜
・
マ
ク
ト
ど
フ

（『ん

C
T
z
r
M向
つ
づ

ι代日目玉】弓）

の
へ
広
三
も
門
前
惚
』
L
七
で
フ

で
あ
る
つ
ス
7
7
ト
ニ
ク
お
ら
上
げ
以
来
、
衣
JMき
し
は
ソ
述
に
高
利
仕
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ヤ
フ
ブ
パ
ト
I
L仔
I
L
L
て
い
る
、
一
／
一
に
な
っ
て
い
た

、
ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ゾ
プ
が
あ
る
こ

R
－
 

一日τ
一

発
一
刊
し
て

L
ま
っ
た
の
で
あ
る

U

フ
ル
シ
チ
ョ
ァ
に
乙
つ
【
、
ミ
什
イ
ル
や

I
ふ
刊
に
お
い
て
ソ
速
が
マ
メ
リ
カ
ふ
れ
も
優
れ
て
い
る
？
〆

七1

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
心
材
ー
な
｝
も
の
で
あ
っ
た
l

と
不
注
清
に
も

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
、
」
と
炉
、
伎
の
ス
プ

1
1
一
一
ク
外
！
父
C
作
命
線
で
去
っ
h
J

｛
ど
れ
ゆ
り
、
パ
フ
ル
シ
チ
ヨ
ア
に
は
、

マ
ク
ナ
マ
ラ

の発一
μ

乞
打
ち
消
す
た
か
ご
い
も
、

γ

メ
リ
カ
よ
れ
も
お
に
ノ
速
が
人
奴
初
心
む
人
t
J
W
飛
行
デ
↓
戎
功
さ

rる
必
山
女
か
た
っ
た
〈
実
際
に

を
れ
を
成
し
遂
げ
た
フ
ル
ン
テ
ョ
フ
は
、
ス
ブ

1

一
ク
心
打
点
一
一
げ
に
紋
く
う
汀
l
リ
ン
む
法
行
セ
ソ
控
作
会
主
誌
の
き
ら
た
る
催

近
を
一
ぶ
す
も
の
「
し

う
永
－
ア
ィ
は
す
ぐ
に
ノ
ル
ン
ヂ
ー
ワ
ご
机
定
を
打
っ
て
、

人

γ
けや
ι一rJ刊
の
知

η

刻
、
中
探
究
し
て
い
く
中
で
、
人
心
切
に
と
ヮ
て
最
も
阜
只

量
な
刊
V
仕
J

Y

品
位
山
村
す
る
L
L
め
に
と
も
に
働
く
、
一
と
が
で
詐
ゐ
こ
と
を
心
、
川
：
っ
明
ん
で
い
ゐ

ガヮ
i
u
r
ン
（
り
ム
拝
卦
白
人
ム
ι市ベム山

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

に
祝
福
ナ
る
こ
ー
で
米
ノ
続
？
2
い
つ
色
合
い
を
一
相
、
り
げ
る
と
と
も
い
、

ア
メ
け
ノ
刀
が
字
t

一
川
山
市
山
動
い
お
い
て
よ
府
与
で
は
な
く
協
し
り
乞
望

ん
で
い
る
こ
と
を
ボ
モ

h

っ
と
v
ど
に
の
と
あ
る
戸
市

γ叫
ん
て
ー
そ
の
訂
で
ヶ
、
ス
｝
つ
は
記
者
p

辺
見
に
お
い
て
、
「
犯
裁
川
門
家
は
あ
る
特
定

の
日
的
む
た
め
に
恒
山
崎
刊
に
資
抑
止
投
入
す
る
こ
ノ
↓
な
亡
き
る
の
芝
、
こ
の
祖
の
殺
予
に
お
い
亡
梶
山
付
を
誇
る
い

く
が
ぺ
し
み
ど
ゐ
υ

時川々

は
こ
の

。
年
明
仁
岡
山
手
れ
と
利
r

’f
的
進
に
J

を
、
治
げ
で
き
ん
J

「
ν

の
い
，
、
っ
か
は
、
有
人
三
H
飛
行
？
長
初
の
ス
フ
ト
一
一
ク
は

ど
ヨ
冗
ま
L
ノ
＼
以
い
か
も
？
れ
は
い
が
、
主
投
口
げ
も
の
で
あ
る
」
〆
｝
弁
解
じ
人
た
党
↓
コ
や
行
っ

こ
う
し
た
品
、
伎
は
、
ス
ブ

i
f
一ク
e

J

J

3

一
ノ
ク
後
の
7
ィ
ト
〆
ハ
ワ

i
や
ヱ
ク
ノ
ン
の
そ
れ
と
へ
ヱ
ノ
＼
司
ー
で
あ
っ

1
1
1ケ
託
子
ア
ィ

政
権
も
ま
た
ア
J

ゼ
ン
ハ
円

I
攻
待
と
同
じ
よ
う
に
、
純
粋
な
利
学
前
中
小
川
競
争
に
は
負
け
て
い
唱
な
か
よ
か
、
心
料
品
町
政
治
前
J

十

11弘太1};?) CiG (5 I〕？） llK> 1.ヨ00;



三時

｛
内
絞
？
に
敗
土
な
忠
八
下

rlhの
で
あ
る
－

刀
ガ
Y

）
ン
の
荒
行
は
ケ
～
ネ
デ
ィ
政
惇
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
？
全
体
い
大
き
な
衝
撃
を
i

J

J

九、

そ
れ
は
ス
7
3

ト
一
ケ
・
シ
↓
一
一
フ
ケ
に
供
叫
ん
〈
右
ガ
ー

j
ソ〆

a

シ
司
ツ
ク
」
と
な
っ
と
。

ーム

日州

日
ド
バ
ガ
、
げ
ノ
／
の
品
川
わ
か
ら
二

E
後
の
凶
月
判
、
ク
ト
平
ィ
は
1

兵
々
古
ソ
述
に
追
い
つ
く
こ
ζ

の
で
き
る
分
別
は
あ
る
だ
ろ
う

古
n

我
々
は
何
5

と
き
る
ど
ろ
う
川
J

O

ソ
速
一
d

り
？
も
先
に
万
円
周
り
を
円
っ
て
目
的
っ
て
く
る
こ
と
は
C
L
P
る
だ
ろ
う
か
n

ソ
速
で
り
｝
、
弘
、

屯
に
門
人
に
ー
へ
一
を
山
る
、
｝
／
一
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
ー
こ
い
火
を
凶
っ
て
、
z
d

子
市
山
政
策
担
ψ
i
者
に
ゆ
っ
こ
Mr
、
の
刻
i
U
誌
を
討
し
ム
ヒ

の
巾
で
は
、
佑
二
次
大
戦
中
の
原

f
同
僚
折
製
材
記
の
た
訟
の

マ
〆
ハ
ァ
タ
〆
計
出

［

M
4
F
4
2
H）

 

に
花
敵
す
る
汁
大
U
J
川

一
訂
山
吉
舵
対
ヲ
る

、
川
C
C億
ト
ル
し
し
見
積
も
ら
れ
む
て
の
費
用
は
u
h
u
F
h
r
L
拠
出
で
主
る
較
で
は
一
ぱ
か
J
J

た－

結
川
町
ワ
ウ

の
は

ソ
連
》
ら
の
挑
戦
に
対
し
て
判
ら
か
の
♂
対
応
乞
し
な
け
ふ
引
は
と
ら
と
い
と
い
う
こ
と
ど
け
て
、

取
に
つ
い
て
は
引
制
な
調
査
を
ね
つ
こ
と
に
な
J
J
一F

こ
の
時
一
、

N
A
S
九
は
7
、l
i
ト
ャ
ュ

η
1
4引
一
回
で
初
心
有
人
hT一
向
戊
行
を
実
砲
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
に
集
中

r

る
こ
と
が
先
決
J
与
え
て
い
に
ま
三
、
う
ノ
i

デ

q
と
い
て
は
ま
ト
一
大
統
涼
肌
に
い
一
ヮ
月
で
あ
っ
た
の
で
、
白
ら
が
よ
一
L

決
定
選
挙
心
必

に
批
判
〕
た
ア
〈
リ
カ
の
ソ
述
に
対
オ
る
劣
勢
の
支
任
は
引
政
怯
に
あ
り
、
与
の
一
一
任
官
問
わ
守
れ
る
こ
；
は
な
い
こ
判
問
、
工
L

い
た
、

に
が
そ
れ
以
卜
に
zJ

て
っ
ぺ
は
、
人
以
引
い
れ
ず
か
J
上
げ
ロ
ケ
ト
計
十
叶
山
一
別
法
し
と
一
ス
リ
↓
パ
同
協
力
の
佼
況
と
い
ニ
J
7
U
H
政
波
を
関
知
さ
山
ぜ
た

ば
か
り
で
あ
り
、

汀
ガ
ー

J
ン
の
飛
C
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
ー
子
パ
体
計
一
一
を
と
の
く
ら
い
出
述
式
合
、

J

く
は
h，
M
転
校
し
な
け
れ
ば
九
ぺ
ら
な

ハ’
P

ニコバ－
1
1

1
7
1
f
l
 

〈で

7
1
情
信
を
山
汀
て
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

に
ひ
そ
の
浩
段
、
も
う
一
コ
の
ン
ヨ
ソ
ク
小

F
J
t「
f
政
権
争
袋
、
y
o
ケ
ネ
デ
よ
川
仁
八
統
領
就
汗
以
来
、

一
ア
オ
ス
、

－
ン
ゴ
こ
リ
ヰ
ん

で
F

ユ
パ
問
忍
に
？
わ
叫
が
一
悩
ま
ぜ
て
い
た

U

九
九
け
九
午

月
、
干
ユ
パ
に
お
い
て
革
命
小
起
乙
り
、

ゾ
ィ
ア
ル
・
カ
ス
ト
ロ

（

J
2
2
2
F
攻
権
が
誕
止
L
f
る
と
、

7
／
円
七
ン
ハ
り
l
成
権
い
は
一
守
本
的
で
ソ
淫
へ
の
依
存
を
訟
の
に
レ
く
カ
ス
ロ

ーじ凡
i
J

l

T

i

J

ぺ
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を
抱
さ
、
川
氏
情
報
対

I
A
〉
に
カ
ス
ト
行
政
権
九
湾
計
一
団
主
作
成
さ
せ
た
〉
与
の
刊
怖
が
笠
ヮ
て
、
決
は
大
統
領
の
決
断
を
待

つ
ば
か
り
と
い
う
叫
に
、
政
絡
は
民
党
へ
と
移
っ
た
υ

（

1

A
の
が
官
日
レ
ソ
：
ダ
レ
ス

？
と
一
ヨ
戸
長
一

や
作
戦
担
当
者

た
り
は
う
ネ
ヂ
ィ
に
決
断
を
促
1
た
が
、

一
ん
で
、
第
一
世
界
政
2

引
を
山
J

門
こ
一
；
る
大
統
治
特
別
一
四
円
佐
官
一
吋
7

．
、
ン
ー
レ
ジ
〆

ガ

r
J
2
r
c門
戸
同
印
L
一］O
E
M
凶ヤヌ｝「ヨト「門」

や
上
沼
外
子
父
委
員
会
委
員
長
ウ
ィ
り
マ
ム
・
ア
ル
ブ
一
ノ
イ
I
T

一、H
4
ヨロ
E
E
D
L
r口
氏
｝
】
【
）
ら

h
r

謀
反
刈
I
J
七
だ
め
一
円

う
十
字
ィ
は
川
町
｛
止
を

τ
「
：
と
ひ

、4、

結
川
町
、
午
、
ネ
デ
r
は
伶
均
一
hv
実
行
す
る
が
ア
〈
リ
カ
攻
間
以
下
ム
パ
同
約
に
は
そ
れ
に
一
切
哲
一
刻
！
な
い
司

E
Vっ
妥
協
恥
を
と
っ
た
〈
ガ

ガ
l
リ
〆
む
飛
行
か
ら
I
ぃ
日
夜
！
の
五
月
七
円

川
公
コ
人
ヘ
i

日
の
？
し
ん
叩

ι
7一l
パ
人
に
よ
る
ピ
ソ
グ
丈
湾
カ
ら
の
伎
役
伶
吋
叫
が
耽
姶
さ

〆
ミ
〆

1
2
1
 

－
1
 

り

ρ

の
1
川
山
は
L

刀ス
7

、
口
政
廿
刊
に
よ
る
万
全

mvw慌
の
前
に

九
日
の
一
午
後
に
は
尖
放
が
川
ら
か

2
3
つ

U
l
J

、J

ぷ
U

と
わ
り
に
よ
っ
て

ん
／
不
一
つ
ノ
政
権
は
凶
際
世
会
か
ら
ア
メ
リ
カ
u
m
d
A
f

－－

1
パ
約
一
政
に
L
i
渉
L
テ
、
と
い
う
非
難
を
受
け

図
的
い
か
ら
指
辺

力
り
年
さ
JY
激
し
く
批
判
5
れ
に
っ
こ
の
。
γ
吋
ゲ
ズ
法
事
件
は
、
ア
A

リ
カ
、
U

凶
際
的
地
位
お
工
び
J
f
k
i
デ
ペ
ー
政
権
の
国
内
的
品
別
行
パ
ー
ピ

失
墜
さ
せ
、

カ
ガ

i
l
p
ン
・
／
マ
ゴ
〆
ク
に
か
杭
く
「
ピ
ソ
グ
ズ
汚
ン
ョ
ッ
々

2
な
コ
に

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

」
の
四
月
に
起

っz
l
h

↓
つ
の
シ
ョ
ッ
ク
徒
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
怯
は
折
j

d

J

川
政
策
の
災
乏
を
阿
給
ト
2
0
Jげ
の
ふ
川
政
節
目
凡
肉
、
）
の
は

初

っ
た
の
日
ガ
ガ
マ
リ
ン
・
ン
弓
ヴ
ク
と
あ
る
が
、
そ
の
戸
伎
の
ピ
グ
ス
汚
・
ン
ヨ

y
ク
は
新
t7一
内
政
災

の
だ
λ
J
っ
か
ケ
永
デ
ィ
政
J

伴
内
の

3
小
山
政
比
一
に
関
一
コ
ノ
る
ん
立
誌
で
ド
ッ
グ
正
法
事
件
が
取
り
l

／ 

の
と
い
う
記
録
は
な
い
。
ピ
が
、
大
統
但
特
別
刷
問
で
あ
っ
た
～
〆
ー
オ
ド
マ
・
ノ
1
〆
セ
ン

ペ
ニ
ズ
ν

三一
c
コ（

F
5
3
J
S）
は
、

ノ
主
乃
1
一

ず
グ

i
リ
ン
り
成
功
と
ア
メ
ワ
ー
の
（
ビ
ッ
グ
ズ
汚
で
の
尖
敗
の
組
み
合
わ
止
が
、
川
口
忍
威
信
JDTUL
界
政
治
に
お
け
る
比
定
的
安
同
「
仁

、
／
一
斗
同
糊
し
て
い
る
。
ま
に
シ
ム
レ
ジ
／
ガ
ー
も
、

。
二
ヅ
グ
ズ
湾
の
尖
取
へ
の
刻
守
山
が
ア
メ
リ
カ
対
れ
政
ネ
を
全
性
的
に
強
化

γ

る
こ
と
に
結
び
つ
い
た

今
必
パ
f
有
～
保
問
問
題
川
山
中
！
の
大
統
治
将
羽
山
市
件
古
門
で
丸
っ
た
マ
ク
ジ
ョ
ー
ジ

と
込
べ
て
い
る
乙
さ
ら
に
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三時

パ
ン
寸
ア
ィ

十
八
批
判
領
は
す

M
に
閲
す
る
決
t

にに

J
3
、
J

U

V

ビ
ッ
グ
ズ
湾
で
完
全
な
成
功
古
以
め
て
い
z
y
h

ら、

も
う
少
し
時
司
が
か
か
コ
て
い
だ
か
も
し
れ
な
J

〉
一
五
官
っ
し
ハ
る

一
一
「
！
ー
、
一
，

ーム

日州

h

一
れ
ら
側
近
た
ち
の
託
ゴ
が
守
口
味
じ
て
い
る
こ
ノ
は

ケ
ネ
一
フ
A
1

は
吋
ベ
ガ
ヲ
リ
ノ
ン
ン
コ
ノ
ク
を
受
け
↑
八
時
点
ご
い
い
つ
か
の
新
3
パト

政
浪
や
打
、
」
J
山
Iγ
決
h
u
J
T
T
V
て
、

UJ
が

そ
の
活
絞
り
ざ

y
グ
ズ
湾
‘
シ
ヨ
勺
ク
に
よ
っ
て
そ
の
決
心
を

J7brA出，、
L
て
、
す
ぐ
さ

ま
新
宇
宙
政
策
の
宝
未
完
」
／
一
諸
説

L
r
ζ
い
う
こ
乙
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
が
ソ

E
r
v子
宵
治
的
に
お
い
と
人
街
岸
打
ら
仁
げ
に
続
き

右
人
宇
宙
飛
／
什
で
も
段
、
札
、
さ
ら
に

ι
I一
l
パ
を
舞
や
と
す
る
第
一
世
界
玖
策
で
も
段
、
い
れ
る
と
い
一
〕
尖
倍
、
は

ア
メ
リ
カ
の
当
際
的
成

H
U
をウ芯ハムバ
L
小
八
議
、
六
日
る
と
と
も
に
ρ
T
t

レ
丹
市
町
田
u
h
v
住
吉

y

メ
リ
カ
直
民
の
ん
ノ
ネ
デ
J

政
権
へ
の
期
待
を
失
明
へ
と
変

え
て
い
っ
た

d

こ
の
一
つ
の
乙
ヨ
叶
ク
が
ケ
ネ
ヂ
ィ
一
以
権
に
、
失
っ
た
威
信
と
矧
討
を
剥
仙
川
に
阿
得
す
る
こ

1r
が
て
き
る
よ
う
に
新
J
十

’
宅
政
ド
れ
を
探
、
さ
山
V
J
J
の
で
お
る

7
1
｝
マ
ポ
U

司
山
は
、
一
ん
］
ハ
年
五
け
川
ノ
牛
山
’
E
4川M
h

九
Y
T
d

一
年
二
d
司
川
ノ
終
了
ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
戸
ケ
メ
一
ブ
ィ
、
～
J

ヨン
F

シ
、
了
ノ

ノ
ン
日
一
政
権
に
わ
た
ノ
て
、
二
一
八
い
い
怯
hh

ル
一
場
投
f
仙
で
二
一
一
八
八
げ
臨
む
と
の
資
〈
f
川一ぺハ
γへ
の
九
%
を
投
マ
ぷ
）
七
ー
へ
（
十
尚
一
日
南
で

あ
る
じ
へ
い
同
初
の
有
九
月
亘
君
陸
や
μ
い的
L

し
て
准
め
ら
れ
、
市
長
的
？
九
ノ
k
i
f
七
月
、
u

一
ア
ポ
ワ
日
号
」
か
っ
弘
七
午
一
月
の

ア
ポ
ロ
げ
川
サ
ま
げ
、
合
計
二
人
の
γ
d
H
l
カ
F
ヘ
乞
け
自
に
若
Fム
J
f

古
、
地
球
に
J

市
立
さ
け
戸
〔

ヲ一

U
Kい
に
お
け
る
ド
棋
の
I
A
4

叶
究
と

J
t
、
有
本
初
隆
ん

t
r
f
l
」
「
干
日
開
発
政
革
L

、
藤
ド
一
主
制
「
ケ
ネ
デ
ィ
と
ア
メ
リ
カ

政
F
J
1
3

一E
X
P
、
一
ヘ
ノ
ヘ

Q
J
J

一3
～
ア
ポ
ロ
計
百
決
父
に
h
T
る
以
泊
F
じ
れ
γ

♂
良
町
山
に
許
制
に
附
ん
ル
L

f
ょU
J
ν

て
、
一
o
J
コ
V
ム］

S
L
3
叫
百
九
ご
ミ

5
2
守
口
c
ぎ
忌
九

与
わ
さ
沼
、
旬
、
c
x
t
L

、chbL
号、人
hbmu
／一二
hhC
どへ町、－
T
h
m
ャコ弘、（｛〆
1
J
T
R
m
w
p
y
］k
y

ずコー「で
R
Z
H
2
叶（い）フての品市川一江川ヅ十円一吉川
1

」
J

て
、
エ
一
コ
v
m
p内
印

4
3
J
E
E
r
古
河
ヨ
コ
ノ
〉
コ
主
川
一
↓
ヨ
門
リ
］
の
2

C
門リハ
2
2
μ
T
V
7
J
t
h…
『

C
抑え
pvqw

叶
下
ん
も
り
号
、
之
色
、
こ
も
ご
も
E
h
r
h
p
z

コミ《
J
R
h

－Tv
E
V
A
E
L

N
F
九
dNhh
主
主
同
～
ミ
守
主
え
（
円
、
｝
三
三
A一向
n
u
y
A
〆

Y

ご
日
で
主
主
ヤ
｛
乙
戸
一
Y

T

、ミミと～
hN
～h
y
〈二一
E
r
句
ア
ア
ミ
J
一一2
ω

巧
さ
肯
「
出
。
。
ω

J
古
以
出
叶
九
ん
は
、
は
込
山
」
｛
j
市
川
情
動
、
月
ッ
ー
の
他
r円

λ
円
J勺fARhvτγ
常
空
間
の
川
弘
J
e
開
発
。
引
河
川
培
戸
一
閃
係
ず
る
づ
＼
、
の
活
動

' 
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わ
相
ハ
ユ
2

勺
…
泊
に
町
民
関
心
ふ
一
待
円
、
＋
に
匡
史
的
マ
プ

υ
？
j
l

と市川
r

論
的
マ
プ
日
下

ιノ
ル
」
介
析
手
伝
ζ

し
て
、
；
J

前
政
治
の
川
村
一
斗
J

宙
仏
訟

に
珂
｝

1以
ム
れ
が
出
一
点
す
へ
き
片
岡
肘
？
で
J

民
主
刀
＝
白
刻
、
子
て
式
雫
ヒ
し
て
ぺ
一
会
了
川
町

1

抗ゃ
r十一
W
判
学
技
術
）
、

E
の
孜
前
過
程
一
説
担
設

？

u
ハ
長
・
決
定
も
実
施
叩
判
例

J

、
佐
川
係
ず
る
組
織
や
制
皮
な
と
J
d
分
析
だ
ま
と
「
る
初
心
包
主
的
川
町
九
九
況
芦
乙
し
こ
、

E
n
q
Eハ7
7

金一

A＼
と
へ
令
、
ザ
ご
と
立
へ
と
～
λ

～げ以内
V

H
ミ～

N
c
b及川町、ミト、て～寸主
T
立
た
£
（
円
）
。
三
】
ぬ
円
二
一
間
－
ニ
を
3
J
f
S
L
2ロ
《
勺
己
ニ
ト
ア
｝
J
2
P
己
主
一
川
）
士
山
に
～
ノ

ハ
〆
一
心
夏
に
は
、
丁
市
を
め
ぐ
る
権
ぶ
一
指
l

事
ぷ
や
政
帝
王
ア

l
一
、
」
一
る
国
際
学
術
終
誌
「
｛
十
山
政
治
、
ヶ
h

暗
号
え
5

5

ベJ
創
刊
u
d
れ

ケγナイ凶住と Yボロ言問（

日
取
中
に
も
K
4
3
r十
一
昨
叶
喝
な
に
昔
日

Til研
究
？
と
下
）
て
、

rp二
工
一
一
2
7
Z
二
二
子
一
件
J
（
］
〈
（
主
】
苫
マ
～

LV－
f
吋
一
九
三
ご
さ
を
と
5

2

ミ凶

vhド
un
～（ぺ（）
γ
山
口
一
回
』
戸
口
』
〈
作
円
2
3
p
v」」ソ山口一ロケ凶
D
吋－）

｛G

詞
口
問
n
H
U
F
M
G
7
3
司
吋
ハ
ハ
ロ
コ
日
ぞ
ム
コ
丸
子
η

叶
ヨ
戸
、
目
白
ρ
C川
内
｝
〕
う
片
山
山

ω
言
。
（
『
J
c
m
g
H
F
さ
一
塁
一
一
汽
宇
g
n刊
さ
と
と
↑
辺
主
的
mm

む
叫
ミ
吋
へ
之
、
ρ

〆～1

《V
｛戸】吋イ
J

一沼
Y
ゐ匂

X
f可

戸
1

）げ山十仲
J
ケ
吋
戸
」
（
vへ】「｝仲
4IJ
へ／～
T
Lコ℃一内
L

P
同
咋

1乞凶】リル

J
咋

A｝乞凶】？
L

コ
、
一
ト
／
目
ん
F｝作
ι×，』戸
μμ

吋戸，』↓】｛｝イ戸

A｝『｝》吋允寸皇一｛凶吟｝ハ
2
E
2
J
y
－
w交】三
c
t
7
v
（MC
ズ）弓ケ仲

ν円3
P
一へら
2
1
J
N
g刊さ旬、。、
ν
ミ
マ
安
全
元
と
わ
NEM
言
々
〈
。
一
ヨ
土
ブ
h
c
E
r
2
h
z
n
z
P
R
H
志。

－S

ミ
サ
イ
ペ

U

ユ
ベ
ヴ
ブ
は
尖
れ
刊
に
は
は
一
七
と
な
J
A
し
一
、
い
な
古
ョ
乙
の
山
村
し
一
、
、
一
ヌ
ペ

1
2ヘ
。
斗
ヴ
プ
」
ば
ワ
ケ
「
～
打
九
一
ヤ

げ
惚
力
心
斤
Jで
碓
？
小
に
ん
什
存

J
L
U
に

υ
ポ
ノ
の
字
寸
以
議
つ
通
山
人
に
つ
い
て
は
、
司
乙
3

〉

Z
L
V
C認
知

、

守

P
U
L
－
三
均
二
三
、
守

止と
3

日
h
y
r
N
R丸
山
之
吋
君
、
辺
司
、
豆
、
ト
司
と
2
H
h川、（
Z
じさ，
M
G子

F
一1
4
F
5
T
I
3
3）

－c
d
f
1
2
E
h同

J一日
w
ロ》
r
r
h
J
N
h
k
m
E
N
K
H寸
日
ミ
い
ご
に
凡
ハ
へ
hNNCMENTC＼
弘
、
ン
＼
ν
へ
～
＝
～
ョ
ト
、
JNEh
（－
r
7
2
H
R
W
H「
〔
札
口
三
の
HU
戸
、
～
え
巳
r
r
v
z

可
毛
主
d
H
U
2
｝一

h
J
M
A
ムに、

7
イ
｝
／
、
リ

i
U
以
北
ー
の
立
市
山
政
宏
一
一
一
コ
ン
ベ
ク
ト
に
ム
三

y
fも
の
v
v

て
、
ご
E

E
門
μ

乙
戸
戸
支
三

ポ
イ
戸
｛
亡
ヌ
C己主
2
3
一
三
声
明
ん
ハ
一
二
F
E～
白
刃
じ
の
2

｝山初〔
VMMTcmバ
ペ
忠
一
L
d
ω

叩旬以ハの勺円、一月
F
V
一コホん
C∞
一
ベ
ロ
ア
m
G
2戸
川
智
JLZCJqω
己
｝
J

r
T一行司

dハ「；ハ｛
y
k
h
x
ミ
HTkhFN
氏、～
K
N
F
ι
h
Z
V
N
M
M
ミ
ヨ
＝
～
ら
え
な
n
h
h
P
Rト
＝
F
台
二
】
「
日
｝
月
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